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◦�ミュージアムレポート

◦�平成24年度の企画展をふりかえって

◦�所蔵品紹介
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姫君入輿行列図（部分）短刀　銘吉家（表紙掲載の短刀の部分）

　

前
号
で
は
展
示
概
要
を
紹
介
し
ま
し
た
の
で
、
今
回
は

展
示
す
る
溶
姫
所
用
の
婚
礼
調
度
の
主
な
作
品
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　
「
厨
子
棚
」
は
婚
礼
調
度
の
中
心
と
な
る
三
棚
の
一
つ

で
、
平
安
時
代
の
公
家
の
調
度
で
あ
っ
た
二
階
棚
、
二
階

厨
子
の
変
化
し
た
も
の
と
い
わ
れ
、
室
町
時
代
に
黒
棚
と

と
も
に
婚
礼
調
度
と
し
て
、
こ
の
形
式
が
成
立
し
た
よ
う

で
す
。
中
世
以
前
、
家
具
と
い
う
も
の
が
発
達
し
な
か
っ

た
わ
が
国
の
数
少
な
い
伝
統
的
調
度
で
す
。
棚
に
は
そ
の

主
が
日
常
用
い
る
調
度
が
置
か
れ
ま
す
が
、
そ
の
飾
り
方

に
一
定
の
決
ま
り
は
な
く
、
化
粧
道
具
、
文
房
具
、
香
道

具
な
ど
で
す
。「
黒
棚
」
は
厨
子
棚
と
対
に
な
る
棚
で
、

厨
棚
（
く
り
や
棚
・
台
所
棚
）
か
ら
発
生
し
た
と
い
わ

れ
、
化
粧
道
具
が
置
か
れ
ま
す
。
手
箱
は
平
安
時
代
に
手

回
り
品
を
納
め
た
手
元
箱
で
し
た
が
、
鎌
倉
時
代
以
降
に

な
る
と
、「
拾
貳
手
箱
」
は
、
化
粧
道
具
を
納
め
る
手
箱

と
な
り
、
鏡
箱
二
合
、
油
入
二
合
、
櫛
箱
四
合
、
白
粉
箱

四
合
の
計
十
二
合
の
小
箱
を
納
め
る
と
こ
ろ
か
ら
の
名
称

で
す
。「
角
赤
手
箱
」
は
大
小
一
対
を
な
し
、
角
赤
と
は

手
箱
の
四
隅
に
布
目
を
見
せ
、
朱
漆
を
施
し
た
こ
と
か
ら

の
名
称
で
、
中
に
納
め
る
も
の
は
特
定
さ
れ
て
は
い
ま
せ

ん
が
、
身
の
回
り
品
や
化
粧
道
具
で
す
。

　

あ
わ
せ
て
展
示
す
る
「
姫
君
入
輿
行
列
図
巻
」
は
、
天

明
七
年
（
一
七
八
七
）
十
代
将
軍
家
治
の
養
女
種
姫
が
紀

州
徳
川
治
宝
に
嫁
し
た
際
の
行
列
図
で
す
が
、
こ
の
絵
巻

か
ら
溶
姫
の
入
輿
の
様
子
を
類
推
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
う
し
た
作
品
か
ら
、
大
名
家
の
晴
れ
や
か
な
婚
礼

の
一
端
を
感
じ
と
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

前
号
に
書
き
ま
し
た
よ
う
に
、
赤
羽
刀
と
は
太
平
洋
戦

争
終
結
後
、
連
合
国
総
司
令
部
に
よ
り
接
収
さ
れ
た
刀
剣

類
の
う
ち
廃
棄
を
免
れ
た
も
の
が
東
京
赤
羽
の
米
第
八
軍

兵
器
補
給
廠
に
集
め
ら
れ
、
そ
の
後
東
京
国
立
博
物
館
に

保
管
さ
れ
た
刀
剣
類
で
す
。
そ
し
て
戦
後
五
〇
年
の
平
成

七
年
に
、
国
に
帰
属
す
る
分
が
ゆ
か
り
の
地
の
公
立
美
術

館
・
博
物
館
等
に
無
償
で
譲
与
さ
れ
ま
し
た
。
当
館
は
広

く
加
賀
の
地
で
作
ら
れ
た
刀
剣
で
あ
る
加
州
刀
を
中
心
に

七
〇
口
の
譲
与
を
受
け
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
順
次
研
磨

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
展
示
で
は
、
研
磨
さ
れ
た

十
九
口
を
選
び
、
さ
ら
に
国
か
ら
譲
与
さ
れ
た
状
態
を
伝

え
る
未
研
磨
の
二
口
を
加
え
て
、
赤
羽
刀
が
ど
の
よ
う
に

し
て
美
術
刀
剣
と
し
て
美
し
く
蘇
っ
た
か
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

主
な
展
示
作
品
と
し
て
は
、
ま
ず
本
号
表
紙
に
掲
載
し

た
「
短
刀　

銘
吉
家
」
を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
加
賀

に
ゆ
か
り
の
あ
る
刀
工
の
吉
家
は
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸

時
代
ま
で
数
代
に
わ
た
り
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
本
作

は
、
室
町
時
代
十
六
世
紀
半
ば
頃
に
作
ら
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
続
い
て
藤
嶋
友
重
に
注
目
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
藤
嶋
は
越
前
の
地
名
で
あ
り
、
友
重
は
元
来
越
前

の
人
で
、
室
町
時
代
に
は
加
賀
に
移
住
し
、
以
後
江
戸
時

代
を
と
お
し
て
刀
剣
、
槍
の
制
作
で
重
要
な
働
き
を
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
室
町
時
代
の
「
刀　

銘
加
州
藤
原
住
友

重
」、「
脇
指　

銘
藤
嶋
友
重
」
を
展

示
し
ま
す
。
そ
の
他
に
古
刀
で
は
家

次
、
勝
家
、
新
刀
で
は
辻
村
兼
若
な

ど
を
合
わ
せ
て
展
示
し
、
加
州
刀
の

層
の
厚
さ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

第2展示室

蘇る赤羽刀

前田育徳会尊經閣文庫分館

前田家の婚礼調度
2月15日（金）～3月23日（土）　会期中無休2月15日（金）～3月23日（土）　会期中無休
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当
館
が
所
蔵
す
る
田
辺
作
品
は
油
彩
画
十
二
点
で
す

が
、
昭
和
十
四
年
の
「
見
ざ
る
、
聞
か
ざ
る
、
言
わ
ざ

る
」
か
ら
、
抽
象
時
代
の
「
流
来
」（
三
十
八
年
）、
そ
し

て
田
辺
氏
の
ス
タ
イ
ル
を
決
定
づ
け
る
、「
リ
ヨ
ン
の
丘
」

や
「
セ
ー
ヌ
川
遠
望
」
な
ど
の
、
赤
い
屋
根
瓦
、
白
い
壁

緑
の
樹
木
が
交
差
す
る
、
フ
ラ
ン
ス
や
地
中
海
沿
岸
の
風

景
画
ま
で
、
六
十
年
の
創
作
の
歩
み
を
う
か
が
う
こ
と
が

出
来
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

田
辺
氏
は
明
治
四
十
三
年
一
月
一
日
、
旧
押
水
町
生
ま

れ
で
、
石
川
の
同
時
代
の
画
家
で
は
、
宮
本
三
郎
（
同

十
八
年
）、
高
光
一
也
（
四
十
年
）、
南
政
善
（
四
十
一
年
）

を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
宮
本
や
高
光
は
昭
和
三
十

年
代
、
日
本
画
壇
を
席
巻
し
た
抽
象
美
術
の
盛
期
に
ス
タ

イ
ル
を
変
貌
さ
せ
て
行
き
ま
し
た
が
、
こ
の
時
期
田
辺
氏

は
夫
人
の
藤
井
多
鶴
子
氏
と
共
に
本
県
の
抽
象
絵
画
の
旗

手
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
三
十
一
年
に
渡
欧
し
、
パ
リ

画
壇
に
直
に
触
れ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
た
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
具
象
に
視
点
を
移
し
、
風
景
を
描
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
樹
木
と
白
壁
と
赤
い
屋
根
に
よ
る
千
変
万

化
の
風
景
画
は
、
抽
象
時
代
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
試
み

が
根
幹
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
ど
こ
と
も
知

れ
ぬ
田
舎
の
景
色
を
描
く
の
で
す
が
、
年
月
を
経
て
形
作

ら
れ
た
壁
の
シ
ミ
が
、
人
び
と
の
に
お
い
を
感
じ
さ
せ
て

い
ま
す
。
三
十
年
代
〝
シ
ミ
〟
は
田
辺
氏
の
抽
象
イ
メ
ー

ジ
の
源
泉
と
な
り
、
そ
の
後
は
石
壁
と
い
う
具
象
に
凝
固

さ
せ
て
画
面
の
構
成
を
担
わ
せ
た
の
で
し
た
。

第3展示室

田辺栄次郎展
－南仏の光－
2月15日（金）～3月22日（金）　会期中無休

　

今
回
の
展
示
で
今
年
度
最
後
の
展
示
と
な
り
ま

す
。
館
蔵
品
の
優
品
と
、
本
年
度
中
展
示
の
機
会

が
少
な
か
っ
た
作
家
・
作
品
を
併
せ
て
の
展
示
で

す
。
な
お
第
四
展
示
室
は
油
彩
画
と
コ
ラ
ボ
し
た

展
示
と
な
っ
て
い
ま
す
。
存
在
感
は
あ
っ
て
も
色

味
の
少
な
い
彫
刻
の
室
に
、
彩
り
豊
か
な
絵
画
と

の
組
み
合
わ
せ
は
、
各
作
品
の
新
た
な
魅
力
発
見

の
機
会
に
も
繋
が
る
も
と
な
っ
て
い
ま
す
。

塗
り
を
極
め
る
―
塩
多
慶
四
郎
・
小
森
邦
衞

　

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
の
漆

芸
部
門
の
う
ち
、
漆
の
加
飾
技
法
で
は
な
く
、
漆

の
塗
り
そ
の
も
の
、
素
地
作
り
を
含
む
総
合
的
な

漆
塗
り
の
技
術
を
指
す
の
が
髹

き
ゅ
う

漆し
つ

で
す
。
石
川
県

で
は
塩
多
慶
四
郎
氏
、
小
森
邦
衞
氏
の
二
人
が
こ

の
部
門
で
人
間
国
宝
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

良
質
の
漆
の
効
果
を
最
大
限
に
生
か
し
た
、
塩

多
氏
の
あ
た
た
か
み
の
あ
る
作
品
、
素
地
の
構
造

を
デ
ザ
イ
ン
に
応
用
し

た
、
小
森
氏
の
端
正
で

理
知
的
な
作
品
を
併
せ

て
展
示
し
、
漆
塗
り
の

多
彩
な
表
現
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
「
春
を
待
つ
こ
こ
ろ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
小
特

集
で
す
。
こ
の
時
期
に
春
を
待
つ
風
物
と
い
え
ば

「
梅
」
を
思
い
浮
か
べ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
梅
は
古
来
よ
り
画
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
や
は
り
見
ど
こ
ろ
は
、
そ
の
枝

振
り
と
空
間
の
活
か
し
方
で
し
ょ
う
。
今
回
の
作

品
中
、
前
田
青
邨

筆
「
紅
白
梅
図
」

の
自
在
な
遊
び

心
あ
ふ
れ
る
構
成

は
、
色
彩
と
絶
妙

な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

生
ん
で
お
り
、
必

見
で
す
。

コレクション展示室

今月のみどころ
2月15日（金）～3月22日（金）　会期中無休

紅
白
梅
図　

前
田
青
邨

和　

畝
村
直
久

曲
輪
造
三
彩
重
箱　

小
森
邦
衞

第
４
展
示
室　

彫
刻

第
５
展
示
室　

工
芸

第
６
展
示
室　

日
本
画
・
書
・
版
画 南仏 ブッセンス（水辺）
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本
年
で
二
十
年
目
を
迎
え
る
文
字
を
テ
ー
マ
に
し
た
日
中
文
化

交
流
展
で
す
。
今
回
は
干え

支と

の
漢
字
を
モ
チ
ー
フ
に
し
て
、
書
と

篆
刻
作
品
を
約
一
〇
〇
点
展
示
し
ま
す
。
十
干
の
漢
字
「
甲
乙
丙

丁
戊
己
庚
辛
壬
癸
」
と
十
二
支
の
漢
字
「
子
丑
寅
卯
辰
巳
午
未

申
酉
戌
亥
」
は
古
代
中
国
殷
代
の
甲
骨
文
か
ら
す
で
に
あ
っ
た
も

の
で
す
が
、
十
二
種
類
の
動
物
と
の
関
係
は
未
だ
に
ほ
と
ん
ど
解

明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
思
想
は
日
本
人
は
す
で
に
奈
良
朝
に

入
っ
て
き
て
お
り
、
正
倉
院
御
物
の
中
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
な
じ
み
の
十
二
種
の
動
物
に
関
わ
る
成
語
や
方
位
や
時
に

も
反
映
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
漢
字
を
作
品
に
し
ま
し
た
。
中
国
人
民

対
外
友
好
協
会
の
協
力
で
出
品
さ
れ
た
中
国
側
の
作
品
と
合
わ

せ
、
両
国
の
表
現
の
違
い
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

北
枝
篆
会
会
長　

北
室　

南
苑

◇
入
場
無
料　

十
七
時
終
了

　

主
催　

北
枝
篆
会
、
中
国
人
民
対
外
友
好
協
会

　

共
催　

石
川
県
日
中
友
好
協
会

　

協
力　

北
國
新
聞
社

　

昭
和
五
十
一
年
に
認
定
さ
れ
た
石
川
県
指
定
無
形
文
化
財

保
持
団
体
九
谷
焼
保
存
会
が
、
技
術
保
存
・
発
展
向
上
を
図

る
た
め
の
事
業
と
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
公
募
展
で
、
今
回

は
三
十
六
回
目
と
な
り
ま
す
。
入
選
作
並
び
に
九
谷
焼
技
術

保
存
会
会
員
の
作
品
を
一
堂
の
も
と
に
展
示
し
ま
す
。

◇
入
場
料　

一　

般　

三
五
〇
円
（
二
八
〇
円
）

　
　
　
　
　

大
学
生　

二
八
〇
円
（
二
二
〇
円
）

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下
は
無
料

　

※
（　

）
内
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
料
金

　
　

�
当
館
友
の
会
会
員
は
、
会
員
証
の
提
示
に
よ
り
団
体
料

金
に
な
り
ま
す
。

◇
連
絡
先�
能
美
市
寺
井
町
よ
二
五
番
地

�
石
川
県
九
谷
会
館

�

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
六
一

－

五
七

－

〇
一
二
五

　

絵
画
、
彫
刻
、
デ
ザ
イ
ン
、
美
術
科
教
育
の
各
分

野
の
学
士
課
程
、
修
士
課
程
に
よ
る
平
成
二
十
四
年

度
卒
業
・
修
了
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

主
に
教
職
を
目
指
す
学
生
が
、
自
ら
の
学
生
生
活
の

総
決
算
と
し
て
地
道
に
努
力
を
重
ね
、
且
つ
創
造
的

に
研
究
し
制
作
し
て
完
成
さ
せ
た
も
の
で
す
。
展
示

点
数
は
四
十
五
点
、
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
是
非

ご
高
覧
下
さ
い
。

　

そ
し
て
忌
憚
の
な
い
ご
批
評
、
ご
助
言
を
お
願
い

し
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先　

金
沢
市
角
間
町

�

金
沢
大
学
人
間
社
会
学
域
学
校
教
育
学
類

�

江
藤　

望

�
Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
六

－
二
六
四

－

五
五
八
二

　

本
校
芸
術
コ
ー
ス
美
術
専
攻
は
『
美
術
系
大
学
へ
の
進
学
に
対

応
し
た
実
技
力
の
育
成
』
を
目
標
に
、
昭
和
六
十
一
年
に
創
立
し

て
以
来
、
美
術
の
基
礎
・
基
本
の
定
着
と
質
の
高
い
造
形
表
現
力

の
育
成
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
卒
業
生
は
金
沢
美
術
工
芸
大

学
を
は
じ
め
全
国
の
美
大
・
芸
大
・
国
立
大
教
育
学
部
へ
と
進
学

し
、
現
在
、
絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
、
映
像
、
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
、
現
代
美
術
、
さ
ら
に
は
教
育
界
な
ど
、
地
元
石
川

や
全
国
の
美
術
文
化
の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
展
覧
会
は
、
今
年
度
卒
業
生
二
十
三
名
が
本
校
で
の
学
習

成
果
を
発
表
す
る
も
の
で
、
日
本
画
、
油
絵
、
彫
刻
、
デ
ザ
イ
ン

の
四
専
科
か
ら
一
人
二
～
三
点
を
展
示
発
表
し
ま
す
。
こ
の
機
会

を
通
し
て
美
術
専
攻
生
徒
と
本
校
美
術
教
育
に
と
っ
て
の
一
層
の

成
長
へ
の
励
み
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先�

金
沢
市
末
町
ニ
一
八
番
地

�

石
川
県
立
金
沢
辰
巳
丘
高
等
学
校　

詠�

周
史

�

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
六

－

二
二
九

－

二
五
五
二

第7展示室

第8・9展示室

第36回
伝統九谷焼工芸展

日中干支（えと）の漢字展
第7展示室

金沢大学�学校教育学類
美術教育専修�卒業制作展
大学院�教育学研究科�修了制作展
3月2日（土）～5日（火）　会期中無休

第9展示室

第25回 石川県立金沢辰巳丘高等学校
芸術コース美術専攻卒業作品展

3月2日（土）～3月5日（火）　会期中無休

3月8日（金）～3月21日（木）　会期中無休

3月8日（金）～3月11日（月）

3月の企画展示室（各種団体展等）
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玄
土
社
の
前
衛
書
は
一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
、
欧
米
の
抽
象
絵

画
と
拮
抗
す
る
も
の
と
し
て
、
当
時
最
先
端
の
一
翼
を
担
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
日
本
の
前
衛
書
が
後
退
し
た
こ
と
に
よ
り
中
央

展
か
ら
退
会
、
以
来
作
品
発
表
は
前
衛
を
貫
き
、
古
典
の
厳
密
な

模
写
に
も
取
り
組
ん
で
、
独
自
の
道
を
歩
み
続
け
ま
し
た
。
近
年

は
そ
の
姿
勢
が
評
価
さ
れ
『
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
日
本
前
衛

書
』
と
し
て
、
世
界
各
地
で
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
抽
象
作
品
四
十
三
点
、
古
典
模
写
作
品
二
十
二
点
を
展

示
し
、
玄
土
社
の
一
年
の
活
動
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
会
期
中
の
行
事

　
「
表
立
雲
ト
ー
ク
タ
イ
ム
」

　

テ
ー
マ�
東
京
国
立
博
物
館

「
書
聖 
王
羲
之
」
展
に
よ
せ
て

　

日　

時�

三
月
十
七
日
（
日
）
午
後
一
時
三
十
分

◇
連
絡
先�

金
沢
市
本
多
町
一

－

七

－
一
五　

玄
土
社

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

〇
七
六

－
二
六
三

－

〇
一
二
二

　

当
館
に
は
各
地
の
美
術
館
・
博
物
館
か
ら
、
多
く
の
展
覧
会
図
録
が
送
ら

れ
て
き
ま
す
が
、
そ
の
中
に
、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
（
東
京
）
で
開
催
さ

れ
た
展
覧
会
図
録
が
あ
り
、
現
在
七
〇
冊
を
超
え
る
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
は
、
皇
室
に
受
け
継
が
れ
た
絵
画
・
書
・
工
芸
品
な

ど
の
美
術
品
が
平
成
元
年
に
国
に
寄
贈
さ
れ
た
の
を
機
に
、
作
品
の
保
存
・

管
理
、
調
査
・
研
究
、
さ
ら
に
一
般
公
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

十
一
年
に
開
館
し
た
博
物
館
施
設
で
す
。
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
を
含
み
、
高
い
質
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
毎
回
テ
ー

マ
を
設
け
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
公
開
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
数
多
く
の
興
味

深
い
展
覧
会
が
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
三
月
十
日
ま
で
『
明
治
十
二
年　

明
治
天
皇
御
下
命
「
人
物
写

真
帖
」』
展
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
先
般
そ
の
図
録
が
届
き
ま
し
た
。
こ
の

展
覧
会
は
、
明
治
十
二
年
に
明
治
天
皇
が
、
深
く
親
愛
す
る
群
臣
の
肖
像
写

真
を
座
右
に
備
え
よ
う
と
蒐
集
し
た
も
の
で
、
四
五
〇
〇
余
名
の
肖
像
写
真

が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
主
に
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新
に
か
け
て
新
政
府
の

成
立
に
尽
力
し
た
人
々
や
、
各
分
野
で
日
本
の
近
代
化
を
担
っ
た
人
々
が
中

心
で
す
。
図
録
に
は
、
す
べ
て
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
石
川
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
の
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。
た
と
え

ば
、
元
加
賀
藩
御
算
用
者
で
、
後
に
海
軍
主
計
大
監
と
し
て
活
躍
し
た
猪
山

成
之
（
い
の
や
ま
な
り
ゆ
き
）
の
肖
像
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
猪
山

成
之
と
い
え
ば
、
平
成
十
五
年
に
出
版
さ
れ
、
そ
れ
を
原
作
と
し
て
二
十
二

年
に
製
作
さ
れ
た
映
画
『
武
士
の
家
計
簿
』
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
こ
と
を

ご
存
じ
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
、
情
報
・
図
書
コ
ー
ナ
ー
に
、
本
図
録
と
合
わ
せ
て
、
宮
内
庁
三
の

丸
尚
蔵
館
で
開
催
さ
れ
た
図
録
を
、
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
開
架
し
ま
す
の

で
、
ご
自
由
に
閲
覧
下
さ
い
。

※�
開
室
時
間
は
、
午
後
一
時
～
五
時
。
貸
出
し
、
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。

情報・図書
コーナーより 第8・9展示室

'12 玄土社書展
3月16日（土）～18日（月）　会期中無休

三
月
の
行
事
予
定

■
土
曜
講
座	

午
後
１
時
30
分
～　

美
術
館
・
講
義
室	

聴
講
無
料

２
日（
土
）
「
美
術
に
み
る
色�

―
赤
―
」

西
田
孝
司　

担
当
課
長

９
日（
土
）
「
繰
り
返
す
意
匠　

型
染
と
染
め
の
型
紙
」

寺
川
和
子　

学
芸
主
査

■
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム	

午
後
１
時
30
分
～　

美
術
館
・
講
義
室
集
合	

参
加
無
料

３
日（
日
）

特
集
展
示 

前
田
家
の
婚
礼
調
度　

鑑
賞
講
座
「
お
姫
様
の
く
ら
し
」
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世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
「
古
都
奈
良
の
文
化
財
」
の
主
要
寺

院
の
一
つ
、
奈
良
西
ノ
京
の
薬
師
寺
の
展
覧
会
で
す
。
薬
師
寺
の

創
建
は
天
武
天
皇
の
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
都
が
藤
原
京
か

ら
平
城
京
へ
移
転
す
る
こ
と
に
伴
っ
て
、
寺
も
現
在
の
地
に
移
り

ま
し
た
。
度
重
な
る
火
災
に
よ
り
、
当
時
の
建
物
は
東
塔
を
除
い

て
失
わ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
の
大
修
理
で
、
金
堂
、
講
堂
、
西
塔

な
ど
が
復
興
さ
れ
、
往
時
の
伽
藍
が
甦
り
ま
し
た
。
石
川
県
立
美

術
館
開
館
三
十
周
年
と
北
國
新
聞
の
創
刊
一
二
〇
周
年
を
記
念
す

る
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
共
催
に
よ
り
日
本
海
側
で
は
初
め
て

と
な
る
金
沢
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
聖
観
音
菩
薩
立
像
」
は
、
東
院
堂
の
本
尊
で
国
宝
に
指
定
さ

れ
て
お
り
、
同
じ
薬
師
寺
金
堂
に
安
置
さ
れ
る
薬
師
三
尊
像
と
な

ら
び
、
金
銅
仏
中
屈
指
の
名
作
と
し
て
名
高
い
作
品
で
す
。
左
手

を
静
か
に
上
げ
、
胸
を
張
る
姿
は
い
か
に
も
万
葉
の
貴
公
子
を
思

わ
せ
ま
す
。
引
き
し
ま
っ
た
姿
、
な
だ
ら
か
な
隆
起
に
よ
る
腰
の

ふ
く
ら
み
は
、
彫
刻
美
の
理
想
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
ま
る
で

血
が
通
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
ほ
ど
の
美
し
さ
で
、
生
命
感
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

下
半
身
を
覆
う
透
き
通
る
よ
う
な
薄
手
の
衣
の
質
感
は
、
体
の

線
を
強
調
し
な
が
ら
左
右
対
称
の
美
し
い
流
れ
を
醸
し
出
し
て
い

ま
す
。
飛
鳥
時
代
後
期
い
わ
ゆ
る
白
鳳
期
の
作
風
を
感
じ
さ
せ
る

名
品
で
す
。

　

本
展
で
は
、
ほ
か
に
「
吉
祥
天
像
」「
慈
恩
大
師
像
」
な
ど
国

宝
六
点
を
含
む
四
十
四
点
を
展
示
し
ま
す
。
日
本
人
の
心
の
故
郷

と
も
い
う
べ
き
奈
良
の
都
。
そ
の
中
心
寺
院
の
一
つ
で
あ
る
薬
師

寺
の
歴
史
と
美
の
神
髄
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　

一
月
二
十
日
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
で
開
催
の
「
竹

沢 

基
展
」
の
親
子
鑑
賞
講
座
「
木
炭
で
絵
を
か
く
っ

て
？
？
？
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
親
子
が
対
象
の

鑑
賞
講
座
と
い
う
こ
と
で
、
ま
ず
、
油
絵
の
道
具
を
ご

紹
介
し
、
何
人
か
の
参
加
者
に
は
、
簡
単
に
キ
ャ
ン
バ
ス

に
描
く
体
験
も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
展
示

室
に
移
動
し
て
作
品
鑑
賞
で
す
。
女
性
を
中
心
と
し
た
油

彩
画
の
人
物
画
等
が
並
ん
だ
展
示
室
。
こ
の
人
物
画
を
鑑

賞
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
ア
ー
ト
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し

た
。
展
示
作
品
の
中
か
ら
「
こ
の
人
は
こ
ん
な
人
じ
ゃ
な

い
か
な
」
と
思
い
つ
い
た
作
品
に
つ
い
て
、
鑑
賞
者
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
で
「
ど
ん
な
人

か
な
」
カ
ー
ド
を
書
い
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
も
と
に
ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
か
ら
は
、「
ゲ
ー
ム
が
楽
し
か
っ
た
」
と
好
評
で
、
保
護
者
の
方
か
ら
は
、
絵
か

ら
〝
何
か
を
感
じ
取
る
〟
や
〝
想
像
し
て
み
る
〟
と
い
う
鑑
賞
方
法
で
、
新
し
い
美
術

の
楽
し
み
方
が
体
験
で
き
た
と
の
感
想
も
頂
き
ま
し
た
。

　

金
沢
美
術
工
芸
大
学
で
後
進
を
指
導
さ
れ
て
い
た
時
も
、
竹
沢
先
生
と
い
え
ば
デ
ッ

サ
ン
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
デ
ッ
サ
ン
を
大
切
に
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、
最
後
は

今
回
の
講
座
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
木
炭
デ
ッ
サ
ン
に
挑
戦
で
す
。
デ
ッ
サ
ン
を
し
て

い
る
の
を
見
る
の
も
、
ま
た
、
自
分
が
描
く
の
も
は
じ
め
て
と
い
う
参
加
者
の
方
々
。

木
炭
紙
や
木
炭
、
ま
た
、
描
い
た
も
の
に
ち
が
っ
た
表
情
を
与
え
る
ガ
ー
ゼ
や
食
パ
ン

に
も
興
味
津
々
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
の
顔
を
描
い
て
も
ら

い
、
そ
れ
が
ま
た
子
ど
も
た
ち
の
印
象
に
残

る
講
座
と
な
り
ま
し
た
。
木
炭
デ
ッ
サ
ン
な

ど
、
あ
ま
り
体
験
の
機
会
の
な
い
講
座
内
容

だ
っ
た
だ
け
に
、
沢
山
の
方
に
ご
参
加
頂
き

大
盛
況
の
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

企画展Topics
薬師寺東塔大修理協力・石川県立美術館開館30周年記念・
北國新聞創刊120周年記念

国宝�薬師寺展

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
レ
ポ
ー
ト

　

キ
ッ
ズ
☆
プ
ロ
グ
ラ
ム

聖観音菩薩立像　©飛鳥園

会期：平成25年4月26日（金）～6月23日（日）
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平
成
二
十
四
年
度
は
、
一
階
の
企
画
展
示
室
で

二
十
六
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

か
ら
当
館
が
主
催
し
た
展
覧
会
を
振
り
返
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

春
四
月
開
催
の
「
幻
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

中

国
陶
磁
名
品
展　

イ
セ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
至
宝
」

は
、
美
術
品
収
集
家
と
し
て
知
ら
れ
る
伊
勢
彦
信

氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
な
か
か
ら
、
新
石
器
時
代

に
は
じ
ま
り
、
明
・
清
の
時
代
に
ま
で
わ
た
る
中

国
陶
磁
の
名
品
を
展
示
し
ま
し
た
。
質
の
高
さ
を

国
際
的
に
も
評
価
さ
れ
る
伊
勢
氏
の
所
蔵
品
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
全
貌
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、
ま
さ
に
「
幻
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
呼
ぶ

に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
し
た
。
な
か
で
も
重
要
文

化
財
「
青
磁
鉄
斑
文
柑
子
口
瓶
」
は
半
世
紀
ぶ
り

の
公
開
と
あ
っ
て
多
く
の
来
場
者
に
つ
な
が
り
ま

し
た
。
高
円
宮
妃
殿
下
を
お
迎
え
し
て
記
念
式
典

が
行
わ
れ
た
り
、
当
館
だ
け
の
開
催
で
あ
っ
た
り

と
、
話
題
を
集
め
た
展
観
で
、
全
国
か
ら
多
く
の

問
い
合
わ
せ
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

七
月
に
は
北
陸
中
日
新
聞
と
共
催
で
、「
孤
高

の
画
家　

田
中
一
村
展
」
を
開
き
ま
し
た
。
濃
密

な
色
彩
で
亜
熱
帯
の
自
然
を
描
い
た
作
品
で
知
ら

れ
る
田
中
一
村
は
、
石
川
県
と
意
外
な
と
こ
ろ
で

つ
な
が
り
が
あ
り
ま
し
た
。
羽
咋
郡
宝
達
志
水
町

の
や
わ
ら
ぎ
の
郷
に
あ
る
聖
徳
太
子
殿
の
天
井
画

を
制
作
し
た
の
で
す
が
、
長
い
年
月
を
経
て
傷
み

が
激
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
石
川
県
文
化
財
修
復

工
房
が
修
理
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
完
了
を
記
念

す
る
意
味
あ
い
も
あ
り
、
修
復
工
房
の
技
術
を

知
っ
て
い
た
だ
く
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

九
月
に
は
「
須
田
国
太
郎
展　

―
没
後
50
年
に

顧
み
る
―
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
美
術
史
家
で
あ

り
、
画
家
で
も
あ
っ
た
須
田
国
太
郎
は
、
ル
ネ
サ

ン
ス
や
バ
ロ
ッ
ク
を
学
び
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
古
典
絵

画
の
研
究
を
基
盤
に
、
西
洋
と
東
洋
の
美
の
総
合

を
め
ざ
し
て
そ
の
重
厚
な
作
風
を
築
き
ま
し
た
。

風
景
、
静
物
、
動
物
な
ど
一
三
一
点
の
作
品
か
ら

構
成
さ
れ
た
展
示
は
圧
巻
で
、
ご
覧
に
な
っ
た
方

か
ら
は
多
く
の
満
足
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

中
央
画
壇
を
代
表
す
る
須
田
国
太
郎
で
し
た
が
、

石
川
と
の
か
か
わ
り
の
稀
薄
さ
も
あ
っ
て
来
場
者

は
今
ひ
と
つ
と
の
印
象
で
、
展
覧
会
の
細
や
か
な

Ｐ
Ｒ
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
春
一
月
に
は
「
村
田
省
蔵
展　

―
画
業
60
年

の
歩
み
―
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
金
沢
美
術
工
芸

専
門
学
校
（
現
金
沢
美
術
工
芸
大
学
）
の
第
一
期

生
で
あ
り
、
戦
後
ま
も
な
く
か
ら
現
代
美
術
展
に

出
品
し
て
き
た
村
田
氏
は
、
現
在
も
同
展
に
出
品

を
続
け
、
後
進
の
育
成
に
意
を
尽
く
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
こ
う
し
た
関
係
も
あ
っ
て
、
北
國
新
聞
の

共
催
と
石
川
県
美
術
文
化
協
会
の
後
援
を
い
た
だ

い
て
開
き
ま
し
た
。
光
風
会
や
一
水
会
・
示
現
会

と
い
っ
た
日
展
に
出
品
す
る
団
体
で
は
、
村
田
氏

の
薫
陶
を
受
け
た
会
員
が
こ
れ
ま
で
の
お
返
し
と

ば
か
り
に
、
広
報
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
く
だ
さ
り
、
冬

場
と
し
て
は
近
年
に
な
い
ほ
ど
の
来
場
者
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
関
連
事
業
と
し
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
コ
ン
サ
ー
ト
を
久
々
に
行
い
ま
し
た
。「
し
ゅ

う
さ
え
こ　

日
本
の
風
景
を
歌
う
」
と
題
し
て
、

村
田
氏
の
描
く
風
景
作
品
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
コ
ン

サ
ー
ト
で
し
た
が
、
二
〇
〇
席
あ
ま
り
の
ホ
ー
ル

が
満
席
に
な
る
ほ
ど
の
活
況
で
し
た
。
村
田
氏
ご

本
人
に
よ
る
講
演
会
も
盛
況
で
、
郷
里
金
沢
の
人

と
の
結
び
つ
き
の
深
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。

平成24年度の
企画展を振り返って

「幻のコレクション　中国陶磁名品展
 イセコレクションの至宝」

須田国太郎展�－没後50年に顧みる－

村田省蔵展�－画業60年の歩み－



BIJUTSUKAN DAYORI  N o .3 5 3 8

石川県立美術館だより
第353号〈毎月発行〉

2013年3月1日発行
〒920-0963
金沢市出羽町2番1号
Tel:076（231）7580
Fax:076（224）9550
URL http://www.ishibi.pref.ishikawa.jp/

ご利用案内
コレクション展観覧料
　一　般　350円（280円）

　大学生　280円（220円）

　高校生以下　無料
※（　　）は団体料金

毎月第1月曜日はコレクション展示
室無料の日（3月は4日）

3月の開館時間
　午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
　午前10：00～午後7：00

3月の休館日は
24日（日） ～ 27日（水）

色絵鳳凰図平鉢　古九谷　いろえほうおうずひらばち
石川県指定文化財　江戸17世紀　口径34.3、底径20.3、高さ6.8cm

所蔵品紹介232

　本
作
は
古
九
谷
の
五
彩
で
あ
る
紫
、
紺
青
、

緑
、
黄
、
赤
を
駆
使
し
て
、
見
込
中
央
に
大
き
く

鳳
凰
を
描
い
て
い
ま
す
。
鳳
凰
の
姿
態
は
、
東
洋

画
に
見
ら
れ
る
暁
に
一
声
を
発
す
る
一
般
的
な
も

の
に
基
づ
い
て
い
ま
す
が
、
上
げ
た
片
足
や
尾
羽

の
描
写
は
全
く
独
自
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
作
と
同
じ
よ
う
に
五
彩
で
鳳
凰
を
あ
し
ら
っ
た

色
絵
磁
器
が
存
在
し
ま
す
が
、
鳳
凰
の
足
の
描
写

は
一
般
的
な
も
の
に
近
く
な
っ
て
い
る
点
が
興
味

深
い
と
こ
ろ
で
す
。
本
作
は
、
た
と
え
ば
顔
貌
を

赤
と
黄
の
釉
を
巧
み
に
調
合
し
て
生
気
を
表
現
し

て
い
る
よ
う
に
、
鳳
凰
と
い
う
伝
説
上
の
鳥
を
、

あ
た
か
も
実
見
し
て
描
い
た
よ
う
な
迫
真
性
が
、

大
胆
な
構
図
と
相
ま
っ
て
強
烈
な
印
象
を
与
え
ま

す
。
そ
し
て
描
写
の
特
徴
か
ら
、
東
洋
の
伝
統
的

な
画
風
に
精
通
し
た
画
家
が
絵
付
け
を
行
っ
た
こ

と
が
判
明
し
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
一
般
的
で
は

な
い
鳳
凰
の
描
写
が
確
信
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
背

景
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
想
像
力
を

か
き
立
て
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　裏
面
に
は
紺
青
に
よ
る
牡
丹
唐
草
文
が
あ
し

ら
わ
れ
、
銘
は
天
地
神
明
の
助
け
を
意
味
す
る

「
祐
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
聖
な
る

徳
を
持
っ
た
天
子
の
さ
き
が
け
と
し
て
歴
史
的
に

位
置
付
け
ら
れ
て
き
た
鳳
凰
と
の
明
確
な
関
連
が

認
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
古
九
谷
の
意
匠

に
は
外
面
的
な
大
胆
、
斬
新
さ
を
支
え
る
深
意
が

あ
り
、
そ
の
こ
と
が
他
の
色
絵
磁
器
に
は
見
ら
れ

な
い
「
美
の
高
さ
」
を
現
出
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

友
の
会
受
付
始
め
ま
し
た

　三
月
一
日
（
金
）
よ
り
、
来
年
度
友
の
会

新
会
員
の
募
集
、
更
新
手
続
き
が
始
ま
り
ま

し
た
。
お
申
込
み
は
郵
便
振
替
を
ご
利
用
い

た
だ
く
か
、
直
接
県
立
美
術
館
で
お
手
続
き

く
だ
さ
い
。

　現
在
会
員
の
方
も
、
更
新
の
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
有
効
期
間

　

�

平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
～

平
成
二
十
六
年
三
月
末
日

■
年
会
費

　二
、〇
〇
〇
円

【
主
な
特
典
】

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
室
の
無
料
観
覧

・
企
画
展
の
招
待
券
進
呈

・
入
館
料
の
割
引

・�

展
示
の
詳
細
や
そ
の
他
の
催
し
物
の
ご
案

内
を
記
載
し
た
、
美
術
館
だ
よ
り（
本
誌
）

を
毎
月
送
付

・�

館
内
カ
フ
ェ
に
て

　ド
リ
ン
ク
の
割
引

　新
し
い
会
員
証
の
図
版
は
、

江
戸
時
代
前
期
に
活
躍
し
琳
派

の
祖
と
呼
ば
れ
る
尾
形
光
琳
の

「
蒔
絵
螺
鈿
白
楽
天
図
硯
箱
」

で
す
。




